
近年、 厳しい暑さや大雨の増加など、 気候の変化を日常の中で感じる機会が増えています。こうした背景も

あり、 市民意識調査では、 環境問題の中で「地球温暖化の進行」に危機感を持つ方が最も多くなっています。一

方で、 「何をすればよいか分からない」「費用が気になる」「情報が届きにくい」といった声もあり、 取組を始める

ための後押しが必要です。

調布市は、 2050 年までに CO2 の排出を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現に向けて、 市民 ・ 事

業者 ・ 行政が力を合わせて進めていくことを宣言しています。省エネで光熱費を抑えること、 太陽光発電設備

や蓄電池の設置など、 再生可能エネルギーを導入すること、 移動を少し工夫すること、 日々の選択の積み重ね

が、まち全体の排出削減につながっていきます。

環境基本計画では、 重点プロジェクトの一つとして「みらいへつなぐ ちょうふ ゼロカーボンプロジェクト」を

位置付けています。特徴は、 省エネ（使うエネルギーを減らす）、 太陽光発電 ・ 蓄電池（再生可能エネルギーをつ

くる ・ 蓄える）、電気自動車などの普及と公共交通の利用促進、そして資源循環の強化を「別々に」ではなく一体

的にとして進めることです。
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2050 年のゼロカーボンシティ実現に向けて、市民・

事業者 ・ 市が気候変動に対するアクションを一緒に進

める行動計画です。

省エネルギーや再生可能エネルギーの導入、 移動や

限りある資源の有効利用に加え、 猛暑や大雨など気候

変動への備えも進めます。暮らしの安心や快適さ、災害

への備えにもつながる取組を、 2035 年度までの目標

とあわせて示しています。
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入口① まずは省エネ

いちばん取り組みやすく、 効果が見えやすいの

が省エネです。電気やガスの使用量を確認して、

「いつ」「どこで」増えているかを知るだけでも、 行

動が変わりやすくなります。

次に、 LED 照明や省エネ家電への切り替え、 冷

暖房の効率を高める工夫を広めます。特に窓まわ

りの断熱は、 快適性を保ちながら光熱費を抑えや

すい方法の一つです。 「できる範囲で」 「段階的に」

が続けるコツです。

入口②　再エネに切り替える

　　　　　　＜プラスアルファの行動＞

電気の契約を再エネ１００％電力プランへ切り替

えることは、家電や設備の買い替えをすることなく

取り組める方法です。

また、 太陽光発電設備と蓄電池は、 電気代の削

減とともに、災害時の電源確保にも役立ちます。導

入を考えるときは、 補助制度や相談窓口など、 使

える支援を上手に活用することがポイントです。

入口③　移動と買い物を工夫

徒歩 ・ 自転車 ・ 公共交通機関など、 交通手段

の選択は排出削減に直結します。シェアサイクルや

自転車利用など、 「便利だから使う」選択が結果的

に脱炭素につながる形を広げていきます。

プラスチックの使用を減らし、 資源循環を進め

ることも、 焼却に伴う CO2 の排出削減につなが

ります。買い物のときにマイバッグを使う、 ペット

ボトルではなくマイボトルを使う、 使い捨てを減ら

す。無理しすぎず、 ちょっとした工夫を積み重ねて

いきましょう。
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ゼロカーボンは、暮らしの状況に合わせて、できることを選んで実践することが大切です。
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みらいへつなぐ ちょうふ ゼロカーボン

調布市気候変動アクションプログラム

今日からできる「ゼロカーボン」

調布市気候変動アクションプログラムは

こちらから→

やってみましょう！

身近でできることを選び、できる範囲で

続けてみてください。小さな行動の積み重

ねが、まち全体の変化につながります。

＜日常行動＞

□ 電気・ガスの使用量を確認します

（検針票やアプリを確認）

□ エアコンや冷蔵庫の設定温度・運転を

工夫します（無理なく節電）

□ 車はエコドライブを意識します（急発

進・急加速を控える）

□ 徒歩・自転車・公共交通機関の利用を

増やします（近距離から）

□ 乗り合わせ・カーシェア等も活用します

（必要なときだけ使う）

＜プラスアルファの行動＞

□ LED照明や省エネ家電を選びます

□ 省エネ型給湯器へ買い替えます

□ 窓やドアの断熱化（厚手カーテン・断熱

窓・ドアへの改修等）を行います

□ 再エネ100％電力プランへの電気の

契約の切替を行います

□ 太陽光発電設備・太陽熱利用設備・蓄電

池を導入します

③
脱炭素編

調布市環境部環境政策課 作成

［　調布市の補助制度　］

補助金を活用しておトクに省エネ！

ゼロカーボンシティちょうふの補助金

情報はこちらからご覧ください⇒

補助金を活用しておトクに省エネ！

ゼロカーボンシティちょうふの補助金

情報はこちらからご覧ください⇒
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■環境への取組のきっかけ

記述式で寄せられた回答をテキストマイニング※

で分析した結果、「電気代」「抑える」「高い」等が上位

となりました。光熱費高騰などの経済的要因と環境

への意識がきっかけとなった様子がうかがえます。

記述式で寄せられた回答をテキストマイニング※

で分析した結果、「電気代」「抑える」「高い」等が上位

となりました。光熱費高騰などの経済的要因と環境

への意識がきっかけとなった様子がうかがえます。

※テキストマイニング ： たくさんの文章から、よく出る言葉や言葉

の関係を分析して、特徴や傾向を見つける分析方法です。ここで

は単語の出現回数をカウントし、出現回数が多い言葉を大きく

表示しています。
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の関係を分析して、特徴や傾向を見つける分析方法です。ここで

は単語の出現回数をカウントし、出現回数が多い言葉を大きく

表示しています。

①エネルギー使用状況を 「見える化」 して、
行動につなげます

▪ 家庭では、電気・ガスの使用量を見える形にし、

分析することで、省エネ行動につなげます。

▪ いま使っている量が分かるだけで、「どこを見

直したら良いか」が見えやすくなります。

▪ 快適さを保ちながらエネルギー消費を抑える

ために、断熱化改修などの支援も引き続き行

います。

▪ 窓 ・ ドアなどの断熱は、冷暖房効率を高め、光

熱費とCO₂排出の両方の削減につながります。

②再エネの導入と、 電力の切り替えを
進めます

▪ 市内で使われるエネルギーの脱炭素化に向け

て、住宅や事業所での太陽光発電設備の導入、

再生可能エネルギー 100％電力プランへの切

り替えなどを促進します。

▪ 太陽光発電設備とあわせて蓄電池を設置する

と、電力の自家消費により電気代の削減が進

むほか、災害時の電源確保にもつながります。

③環境に配慮した移動手段の選択と資源循環の
推進で、 まち全体の CO2 排出を減らします

▪ 電気自動車など環境負荷の小さい自動車の利用

や、環境に配慮した移動手段の促進を図ります。

▪ 資源循環により、限りある資源を有効利用し、廃

棄物の焼却による CO₂排出を削減します。

▪ 省エネ ・ 再エネ ・ 環境にやさしい移動 ・ 資源循環

を進めることで、ゼロカーボンシティの実現につ

なげていきます。

調布市環境基本計画ニュースレター③
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市営住宅屋上の太陽光パネル 市営住宅駐車場の充電設備

このプロジェクトは、次の二つを大きな目標にしています。

一つ目は、省エネと再エネの導入を進め、暮らし ・ 事業 ・ 公共すべての分野で CO2 を大幅に削減すること

です。二つ目は、エネルギーと資源を無駄なく循環させるしくみをつくり、2050 年ゼロカーボンシティの実現

に向けた道筋を市民とともに描くことです。

この目標の達成に向けた、大きな３つの取組を

紹介します。

このプロジェクトは、次の二つを大きな目標にしています。

一つ目は、省エネと再エネの導入を進め、暮らし ・ 事業 ・ 公共すべての分野で CO2 を大幅に削減すること

です。二つ目は、エネルギーと資源を無駄なく循環させるしくみをつくり、2050 年ゼロカーボンシティの実現

に向けた道筋を市民とともに描くことです。

この目標の達成に向けた、大きな３つの取組を

紹介します。

みらいへつなぐ ちょうふ
ゼロカーボンプロジェクト

市民意識調査では、地球温暖化の進行への危機

感が最も高い一方で、環境に配慮した取組の状況

を見ると、項目によって差があることが分かってい

ます。ごみの分別やエコバッグ、冷暖房の温度設定

などは多くの方が取り組んでいますが、再エネの導

入や、自然を守る活動への参加などは「行っていな

い」が高い結果となっています。つまり、気持ちは

あっても、最初の一歩が踏み出しにくいことが考え

られます。

また、取り組むきっかけとしては、「電気代が高

く、抑えたい」といった経済的な実感が多く挙げら

れています。環境のためだけでなく、家計の負担感

や暮らしの不安を減らすことが、行動のスイッチに

なることが見えてきました。

さらに、国 ・ 東京都 ・ 市などの補助制度について

は「利用したことがない」が多数で、制度があっても

情報が届いていない人がいる現状もうかがえます。
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あっても、最初の一歩が踏み出しにくいことが考え
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また、取り組むきっかけとしては、「電気代が高

く、抑えたい」といった経済的な実感が多く挙げら

れています。環境のためだけでなく、家計の負担感

や暮らしの不安を減らすことが、行動のスイッチに

なることが見えてきました。

さらに、国 ・ 東京都 ・ 市などの補助制度について

は「利用したことがない」が多数で、制度があっても

情報が届いていない人がいる現状もうかがえます。

●こうした声を受けて、 計画では
「行動の後押しの仕組み」 を重視します

①情報を分かりやすく届けること

省エネや再エネ導入は、環境面だけでなく、電

気代の節約や、災害時の備えにもつながります。

こうした環境だけにとどまらないメリットを伝え

る情報発信を強化します。

②体験できる場を増やすこと

講座や体験型のワークショップなど、実物を見

て、聞いて、納得できる機会があると、導入の不

安が減ります。体験したことを活かす機会も大事

にしながら、体験の場や交流の場を増やす取組を

進めます。

③市が率先して取り組むこと

公共施設の省エネ化や再エネ導入、新たな技

術の活用など、市が率先して取り組み、情報発信

することでゼロカーボンの取組を身近に感じて

いただけるようにします。

［　市民意識調査の結果　］

計画本編 p.114に掲載しています

■環境に配慮した行動の取組状況

●実践率が高い項目 ●実践率が低い項目

普段取り組んでいる行動では、日常的な行動（ご

みの分別やエアコンの適切な温度設定）などで高く、

設備の導入や活動への参加では低い傾向でした。

普段取り組んでいる行動では、日常的な行動（ご

みの分別やエアコンの適切な温度設定）などで高く、

設備の導入や活動への参加では低い傾向でした。

ごみの分別

98.3%

94.8%

94.0%

88.5%

88.1%

10.0%

10.4%

12.6%

16.7%

16.7%

( 回答数 =1,323)

エコバッグを持っていく

エアコンの適切な温度設定

こまめな消灯 ・ プラグを抜く

公共交通機関や自転車を利用

太陽光発電など再エネを導入

緑や水を守る活動に参加

環境学習に参加する

グリーンカーテン ・ 壁面緑化

地域のごみ拾いなど美化活動

☞

☞

☞

 重点プロジェク ト

市民の意見が示した課題
「関心は高いのに、行動に移しにくい」

 市民の意見の反映


